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研究分野：幾何学・情報教育 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・科学教育 
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１．研究計画の概要 
 折り紙は我が国の伝統文化の一つであり、
子供の頃に誰でも折り紙に触れているはず
である。その折り紙の科学的な研究が現在、
世界中で活発に行われている。本研究では、
学校教育における図形・幾何教育の観点から、
最近の折り紙研究の成果を紹介しつつ、折り
紙を科学的・数学的にとらえる視点に立った
折り紙教材の開発を行うものである。 
この研究は以下のようなことを広く小学
生・中学生・高校生、さらには大学生へと広
めるための教材開発を目的としている。 
(1) 折り紙が現在の科学技術の中でどのよ
うに活用されているのか。 
(2) 折り紙作図とは何か。折り紙作図は定規
とコンパスによる作図とどこが違うのか。 
(3) 折り紙作図でどんな図形が作図できる
のか。 
 また、折り紙作図をよりよく理解してもら
うために、コンピュータ上で折り紙作図のシ
ミュレーションソフトウェアの開発もあわ
せて行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 最近の計算幾何学分野での折り紙研究
の成果を紹介する教材の開発に関する研究
として、数学セミナーに「Demaine-O’Rourke 
の折りたたみアルゴリズム」として研究成果
を発表するとともに、Web ページ「立体折り
紙」にて成果を発信している。 
(2) 折り紙作図を紹介する教材(古典的な作
図との相違の解説を含む) の開発に関する
研究として、大学院生であった渡部活路氏と
ともに、角の三等分・立方体倍積問題・正 n
角形の折り紙作図に関する教材を作成した。 
(3) 折り紙作図のシミュレーションソフト

ウェアの設計・開発については、Java 言語を
用いてアプレットとしてシミュレーション
ソフトウェアを試作している。そのソフトウ
ェアを使って、正 n角形の作図手順を表示す
るアプレット教材ができ上がっている。また、
伊佐爾波神社に奉納されている山崎富太郎
の算額問題の折り紙作図についてもアプレ
ット教材を準備中である。 
(4) 折り紙作図の特長を生かした作図問題
の収集に関する研究としては、従来の定木と
コンパスによる作図問題を折り紙作図に置
き換えると作図法がどのように変わるかを
示す問題集を作成中である。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 計算幾何学分野での折り紙研究を紹介す
る教材、折り紙作図を紹介する教材、折り紙
作図シミュレーションソフト、折り紙作図問
題集のいずれについても研究が順調に進ん
でいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)折り紙作図のシミュレーションソフトウ
ェアは、これまでに開発したアプレット版に
加え、iPad 上で動作するアプリケーションと
してのソフトウェア開発を行う。 
(2) 折り紙作図の特長を生かした作図問題
の収集については、古典的な作図では不可能
であるが、折り紙作図では可能となる、3 次
や 4 次の代数方程式に帰着するような作図
問題を収集する活動を、今年度も継続して行
う。 
(3) 和算・算額の図形問題を対象にした折り
紙作図も興味ある対象であるため今後も研
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究も継続して行う。 
(4)平成 23年度は本研究の最終年度に当たる
ためこれまでの研究成果全般についてのプ
ラッシュアップを行う。 
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